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花
ま
つ
り
を
迎
え
て

　
時
は
正
に
釈
尊
降
誕
を
祝
福
す
る
花

ま
つ
り
で
あ
る
。

　
毎
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
花
ま

つ
り
を
迎
え
て
、
シ
ミ
ぐ
感
ず
る
こ

と
は
、
永
い
間
、
こ
の
花
ま
つ
り
行
事

の
発
展
の
為
に
、
努
力
を
さ
エ
げ
て
下

さ
っ
た
、
数
多
く
の
先
輩
各
位
の
、
た

ゆ
ま
ざ
る
精
進
へ
の
感
謝
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
　
あ
ら
ゆ
る
時
代
の
流
れ
の

中
に
あ
っ
て
、
常
に
去
年
よ
り
今
年
こ

そ
、
今
年
よ
り
は
来
年
こ
そ
、
と
い
ち

意
気
込
み
を
も
っ
て
．
種
々
な
る
因
子

を
排
除
し
て
、
今
日
の
花
ま
つ
り
を
築

き
上
げ
た
仏
祖
へ
の
報
恩
行
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
先
輩
の
努
力
を
継
承
し

て
、
現
在
各
方
面
に
お
い
て
、
多
数
の

檀
信
徒
の
方
々
が
、
よ
り
近
代
的
な
構

想
の
も
と
に
、
年
を
お
っ
て
、
こ
の
行

事
を
盛
大
に
、
か
つ
広
く
徹
底
し
て
ゆ

か
れ
て
い
る
こ
と
も
、
感
謝
に
た
え
な

い
境
野
で
あ
る
。

　
お
よ
そ
生
命
の
誕
生
と
い
う
こ
と
程

奪
ぐ
か
つ
祝
福
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　
吾
々
の
日
常
の
生
活
に
お
い
て
も
．

そ
の
為
の
喜
び
、
そ
れ
に
附
随
し
た
行

事
と
い
う
も
の
が
各
家
庭
に
お
い
て
、

ど
ん
な
に
盛
ん
に
催
さ
れ
て
い
る
か
を

み
て
も
、
よ
く
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
。

　
仏
陀
御
降
誕
の
時
機
は
、
ま
さ
に
春

で
あ
る
。
こ
の
地
上
の
生
き
と
し
生
け

る
も
の
が
、
ジ
ツ
と
冬
の
聞
に
用
意
し

た
、
さ
ま
《
＼
な
あ
り
方
で
、
生
き
る
・

　
こ
と
の
悦
び
を
、
力
一
杯
に
表
現
し
、

　
生
命
の
歓
喜
を
惜
し
み
な
く
γ
大
自
然

　
の
前
に
顕
現
し
て
く
れ
る
、
ま
さ
に
百

　
花
燈
乱
の
春
で
あ
る
。
こ
の
大
自
然
の

　
限
り
な
い
祝
福
の
申
に
、
仏
陀
は
御
誕

　
生
に
な
ら
れ
た
。

　
　
吾
々
と
同
じ
入
聞
と
し
て
生
を
享

　
け
、
あ
ら
ゆ
る
人
生
経
験
を
土
台
と
し

　
て
、
偉
大
な
る
人
格
完
成
の
聖
業
を
完

　
遂
せ
ら
れ
た
覚
者
の
出
現
は
、
す
べ
て

　
の
入
漁
に
冷
ど
れ
く
ら
い
生
き
る
こ
と

　
の
意
義
と
、
黛
さ
と
．
歓
び
と
を
与
え

た
か
知
れ
な
い
。

　
　
か
く
て
輝
か
し
く
偉
大
な
る
大
生
命

　
の
降
誕
が
、
全
人
類
か
ら
祝
福
さ
れ
る

　
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
大
人
格
完
成
へ

　
の
は
げ
み
の
力
を
振
起
す
る
陶
好
機
と

・
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
大
人
も
子
供
も
．
女
子
も
男
子
も
，

あ
ら
ゆ
る
人
々
が
、
丈
句
な
し
に
讃
仰

す
る
、
こ
の
花
ま
つ
り
こ
そ
、
仏
教
徒

が
益
々
普
及
と
徹
底
と
に
全
力
を
そ
瓦

ぎ
、
仏
陀
の
慈
悲
の
ご
と
く
「
二
一
切

処
、
黙
黙
一
切
人
」
の
お
ま
つ
り
ど
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
だ
か
ら
吾
々
は
、
今
後
こ
の
花
ま
つ

り
が
、
仏
陀
を
中
心
と
し
て
、
す
べ
て

の
人
々
が
冷
心
か
ら
お
互
の
生
命
の
安

泰
を
祝
福
し
、
且
つ
あ
ら
ゆ
る
地
上
の

生
命
の
恩
恵
に
、
深
い
感
謝
を
捧
げ
あ

う
、
全
人
類
の
お
ま
つ
り
と
し
て
、
発

展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ゆ
（
B
）

　
　
　
　
　
　
　

東
京
の
花
ま
つ

仏
陀
は
曾
つ
七
人
の
心
に
灯
を
と
も
し

た
。
そ
の
法
灯
は
燃
え
つ
づ
け
て
二
二

数
百
年
に
亘
り
世
界
人
領
に
光
明
を
与

え
て
来
た
。
真
の
自
由
，
真
の
平
和
は

こ
の
光
明
の
中
に
の
み
求
め
ら
れ
る
。

仏
陀
の
法
は
．
そ
の
法
を
自
覚
す
る
も

の
に
直
ち
に
光
り
か
が
や
く
。
一
心
に

救
わ
れ
よ
う
と
す
れ
ば
、
人
は
す
で
に

救
わ
れ
て
い
る
の
で
み
る
。
こ
の
故
に

仏
陀
の
法
は
甚
深
微
妙
と
い
わ
れ
る
。

花
ま
つ
り
は
、
こ
の
法
の
新
し
き
自
覚

の
た
め
に
人
々
の
心
の
中
に
仏
陀
を
誕

生
せ
し
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

友
よ
、
歓
喜
し
、
勇
躍
し
、
花
を
降
ら
せ

よ
う
。
五
色
の
香
水
を
濯
ご
う
。
渇
仰

し
、
讃
美
し
、
み
仏
の
新
し
き
誕
生
を

祝
福
し
よ
う
。
四
月
八
日
i
あ
あ
、

仏
陀
い
ま
す
、
人
々
の
心
の
中
に
。

　
今
年
四
月
東
京
全
都
に
展
開
さ
れ
る

　
盛
大
豪
華
な
花
ま
つ
り
行
事
で
本
部

　
に
報
告
連
絡
の
分
は
左
記
の
通
り
。

一
～
五
日
　
鐘
戸
大
通
各
所
稚
児
花

　
御
堂
練
供
養
巡
回
子
供
会
．
子
供
映

　
画
大
会
（
城
東
仏
教
会
）
．

一
～
八
日
　
下
谷
地
区
各
所
　
三
ノ
輪

　
谷
中
．
池
之
端
各
街
頭
、
広
場
に
て

　
花
御
堂
奉
安
灌
仏
式
花
ま
つ
り
余
興

　
等
を
行
う
。
　
（
下
谷
仏
教
会
、
上
野

　
花
ま
つ
り
会
）

一
～
八
日
　
大
井
地
区
　
稚
児
白
象
行

　
列
、
花
ま
つ
り
大
売
出
し
（
大
井
花

　
祭
奉
賛
会
）

一
i
八
日
　
青
梅
市
各
所
　
申
央
商
店

　
街
、
矛
一
小
学
校
庭
、
師
岡
分
教
場

　
校
庭
、
師
岡
六
万
薬
師
堂
に
て
、
椎
児

　
詠
歌
講
大
行
列
（
青
梅
市
仏
教
会
）

二
日
】
時
田
端
与
楽
寺
農
楽
寺
共

　
催
、
．
稚
児
行
列
大
法
会
（
滝
野
川
仏

教
会
）

四
日
四
時
大
隈
講
堂
榊
原
舞
踊
団

他
出
演
花
ま
つ
り
舞
踊
大
会
（
牛
込

り

、
仏
教
会
）

五
日
一
時
烏
山
小
難
校
白
象
離
見

　
、
大
行
進
、
多
聞
院
に
継
て
灌
仏
慶
讃

　
法
要
（
烏
山
寺
院
連
繋
会
）

五
～
七
日
　
維
戸
町
内
各
所
　
明
治
製

　
菓
宣
伝
ヵ
ー
協
賛
巡
廻
エ
・
供
会
（
城

　
東
仏
教
会
）

六
、
七
日
　
田
端
地
区
　
町
内
を
巡
廻

　
一
日
中
白
象
行
進
（
滝
野
川
仏
教
会
）

六
日
一
時
　
品
川
区
公
会
堂
　
秦
悪
玉

　
仏
法
要
．
警
視
庁
晋
楽
隊
吹
奏
、
少

　
女
舞
踊
、
小
中
学
校
児
章
劇
、
映
画

　
等
（
品
川
区
仏
教
連
合
会
）

六
日
七
時
　
文
京
児
童
会
館
　
花
ま
つ

　
り
講
演
の
タ
ベ
（
小
石
川
仏
教
会
）

六
日
七
時
西
武
ホ
ー
ル
　
池
袋
西
武

　
百
貨
店
八
階
ホ
ー
ル
に
て
散
華
稚
児

　
祈
願
花
ま
つ
り
大
会
（
苦
羽
護
国
寺
、

　
西
武
鉄
道
百
貨
店
）

六
日
一
時
　
荒
川
区
公
会
堂
　
三
河
島

　
浄
正
寺
出
発
稚
児
行
列
．
花
ま
つ
り

　
子
供
大
会
、
映
画
、
人
形
劇
、
劇
団

　
雀
の
子
（
荒
川
区
画
教
会
）

六
、
七
、
八
日
　
銀
座
三
笠
会
館
’
銀

　
座
花
ま
つ
り
の
風
情
で
花
ま
つ
り
料

　
理
提
供
、
来
店
家
族
の
楽
し
い
・
和
や

　
か
な
清
餐
会
場
と
す
る
（
三
笠
会
館

　
東
京
花
ま
つ
り
会
）

七
日
一
時
　
音
羽
護
国
寺
　
伝
統
の
時

　
代
祭
、
け
ん
ら
ん
た
る
大
名
行
列
堂

　
々
百
五
十
名
参
加
、
稚
嘱
其
の
他
一

　
千
名
の
大
行
進
（
護
国
寺
振
興
会
、

　
護
国
寺
修
養
会
）
　
　
　
　
　
　
．

七
日
一
」
時
　
田
端
軍
楽
寺
　
児
童
大
会

　
紙
芝
居
、
幻
灯
お
話
会
（
滝
野
川
仏

　
教
会
）

七
日
一
時
　
滝
野
川
寿
徳
寺
　
兄
童
大

　
会
（
滝
野
川
仏
教
会
）

七
日
十
時
　
隅
田
円
型
寺
隅
田
地
区

　
内
花
御
堂
大
白
象
巡
行
（
向
島
仏
教

　
徒
連
盟
，
向
島
仏
教
会
）

七
日
一
一
時
鞄
戸
萩
寺
花
ま
つ
り
俳

　
句
大
会
（
城
東
仏
教
会
）

七
日
七
時
　
東
綴
寺
花
ま
つ
り
講
演
‘

　
の
タ
へ
城
東
仏
教
会
）
，

七
日
五
時
　
文
京
茗
漢
会
館
　
花
ま
つ

　
り
を
待
つ
前
夜
祭
、
区
民
有
志
文
化

　
入
三
百
名
の
交
歓
晩
餐
会
、
各
層
代

　
表
の
清
談
、
余
興
（
東
京
花
ま
つ
り

　
会
．
文
京
区
文
化
団
体
）
9

七
日
U
時
　
上
野
公
園
清
水
堂
か
ら

　
花
御
堂
稚
児
行
列
に
て
水
よ
膏
楽
堂
「

　
に
至
り
灌
仏
式
、
清
興
等
を
行
う

　
（
下
谷
仏
教
会
．
上
野
花
ま
つ
り
会
）

七
日
一
時
　
新
宿
文
化
会
館
　
二
見
行

　
列
、
慶
讃
法
要
、
花
ま
つ
り
児
童
大

　
会
、
仏
教
童
話
、
幻
灯
、
奇
術
そ
の

　
他
（
四
谷
花
ま
つ
り
奉
賛
会
、
四
谷

　
仏
教
会
）

七
日
一
時
　
麻
布
善
福
寺
　
十
番
竜
沢

　
寺
よ
り
商
店
街
通
り
稚
児
白
象
行
進

　
童
心
座
出
演
子
供
大
会
（
麻
布
仏
教

　
会
）

七
旦
二
時
　
交
京
見
童
会
館
　
花
ま
つ

　
り
子
供
大
会
（
小
石
川
仏
教
会
、
文

　
京
見
童
会
館
）
弓

七
日
　
深
川
各
方
面
　
深
川
地
区
内
各

　
子
供
会
を
動
員
し
宣
伝
力
1
八
台
に

　
分
乗
行
進
（
深
川
仏
教
会
、
少
年
少

　
女
団
体
連
合
会
）

七
日
五
時
　
墨
田
慰
霊
堂
　
仏
誕
奉
祝

　
講
演
と
映
画
の
夕
（
本
所
仏
教
会
）

七
日
中
　
申
野
杉
山
公
園
　
江
古
田
東

、
福
寺
、
上
高
田
功
運
寺
、
鍋
屋
横
丁

　
各
地
区
、
中
野
駅
南
口
杉
山
公
園
で

　
花
ま
つ
り
大
会
へ
中
野
仏
教
会
）

七
日
一
時
杉
並
各
地
区
　
高
円
寺
，

　
阿
佐
谷
、
荻
窪
、
下
高
井
戸
の
宝
地

　
区
に
て
商
店
会
協
力
、
稚
児
行
列
、

　
奉
納
演
芸
等
（
杉
並
仏
教
連
合
会
）

七
日
十
時
　
五
日
市
玉
林
寺
　
白
象
稚

　
児
行
列
、
御
詠
歌
講
中
、
青
年
団
婦

　
人
会
協
力
（
雨
天
の
際
は
都
立
五
日

　
市
高
校
講
堂
に
て
（
秋
川
仏
教
会
）
’

七
日
九
時
　
田
無
総
持
寺
　
白
象
稚
児

　
行
列
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
花
万
灯
行

　
進
、
演
芸
大
会
、
花
ま
つ
り
セ
ー
ル

　
（
一
日
～
七
日
）
（
田
無
花
ま
つ
り
会

総
持
寺
）
　
　
　
　
。
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七
日
一
時
　
雑
司
谷
鬼
子
母
神
　
西
武

　
鉄
道
。
地
元
商
店
街
協
力
、
稚
見
行

　
列
．
花
ま
つ
り
演
芸
会
．
花
火
打
上

　
げ
等
（
豊
島
仏
教
会
、
法
事
寺
）

八
挺
一
時
　
高
円
寺
会
館
　
奉
祝
演
芸

　
大
会
、
講
演
会
（
杉
並
仏
教
連
合
会

　
東
部
花
ま
つ
り
奉
讃
会
）

八
日
十
時
　
駒
沢
大
学
講
堂
　
花
ま
つ

　
り
子
供
大
会
（
世
田
谷
仏
教
会
、
駒

　
沢
大
学
兄
童
研
究
会
）

八
日
一
時
　
上
野
動
物
園
　
動
物
園
慰

　
霊
塔
に
て
式
外
、
稚
見
、
詠
歌
講
参

　
列
、
動
物
慰
霊
花
ま
つ
り
（
下
谷
仏
’

　
教
会
．
上
野
花
ま
り
り
会
）

八
日
十
時
　
寺
島
法
泉
寺
　
寺
島
地
区

　
各
町
商
店
街
地
元
婦
人
会
協
力
花
御

　
堂
大
白
象
巡
行
（
向
島
仏
教
徒
連
盟

　
向
島
仏
教
会
）

入
日
中
　
小
石
川
各
所
　
指
ケ
谷
電
停

　
前
春
日
町
交
叉
点
大
塚
仲
町
等
に
て

　
街
頭
花
ま
つ
り
花
御
堂
甘
茶
供
養
区

　
内
巡
廻
（
小
石
川
仏
教
会
）

八
日
一
時
　
牛
込
月
桂
寺
　
月
桂
寺
よ

　
り
薬
師
寺
柳
町
大
通
り
白
象
練
供
養

　
明
治
製
菓
宣
伝
ヨ
ー
利
用
（
牛
込
仏

　
教
会
）

幽
八
日
一
時
　
西
ケ
若
干
地
蔵
　
田
無
町

　
一
円
白
象
行
進
、
西
ケ
原
寿
地
蔵
商

　
店
街
合
同
の
花
ま
つ
り
大
行
列
を
行

　
う
（
滝
野
川
仏
教
会
）

八
日
中
本
所
各
所
各
幼
稚
園
、
各

　
地
区
寺
院
に
て
花
ま
つ
り
（
本
所
仏

　
教
会
）
　
　
・

八
日
一
時
　
日
比
谷
公
会
堂
　
花
ま
つ

　
り
大
会
（
日
本
花
ま
つ
り
会
）

八
日
　
日
本
橋
通
り
　
入
形
町
大
観
晋

　
寺
に
て
灌
仏
会
、
各
所
に
て
花
ま
つ

　
り
子
供
会
を
催
す
（
日
本
橋
仏
教
会
）

八
日
　
本
郷
神
田
盛
場
　
本
郷
肴
町
、

　
角
大
通
り
、
神
保
町
富
士
屋
デ
パ
ー

　
ト
等
盛
場
に
て
花
御
堂
街
頭
法
要
．

　
白
象
練
供
養
（
本
郷
仏
教
会
）

八
日
五
時
　
日
比
谷
レ
ス
ト
ラ
ン
朝
日

　
国
際
親
善
花
ま
つ
り
晩
餐
会
、
在
日

　
各
国
公
館
代
表
，
諸
団
体
代
表
二
五

　
〇
名
参
加
（
全
日
本
仏
教
会
）

　
　
・
濠
　
壽
垂
頚
＼
…
」
悩
へ
㍗
－
～

　
十
日
六
時
　
小
石
川
伝
通
院
　
花
ま
つ

　
、
り
慶
讃
法
要
（
小
石
川
仏
教
会
）

　
十
三
日
五
時
　
銀
座
茶
廊
花
ま
り
講

　
　
演
と
映
画
の
夕
（
全
日
本
仏
教
会
）

　
十
四
日
二
　
時
評
王
寺
善
能
寺
　
灌
仏

　
　
法
要
後
、
八
王
子
市
内
繁
華
街
を
白

　
　
謹
聴
兜
練
供
養
を
祝
う
（
雨
天
順
延
）

　
　
（
入
王
四
仏
教
会
）

　
廿
九
日
一
時
　
目
黒
区
公
会
堂
　
式
典

　
　
礼
讃
舞
、
仏
教
幼
稚
園
見
の
謡
と
踊

　
　
り
、
演
芸
（
目
黒
仏
教
会
）

　
五
月
五
日
　
板
橋
文
殊
院
　
午
前
十
時

　
　
よ
り
地
元
町
会
一
帯
白
象
児
童
行
進

　
　
子
供
の
舞
大
会
（
板
橋
仏
教
会
、
地

　
　
元
町
会
）

　
五
月
八
日
　
赤
塚
松
月
院
　
午
后
一
時

　
　
よ
り
灌
仏
法
要
、
稚
兄
練
供
養
（
板

　
　
橋
仏
教
会
、
地
元
町
会
）

　
　
地
方
の
花
ま
つ
り
行
事

仙
　
台

　
　
市
民
花
ま
つ
り
の
愛
称
で
こ
製
数
年

　
親
ま
れ
て
来
た
東
北
の
中
仏
都
仙
台
の

　
花
ま
つ
り
は
今
年
も
昨
年
同
様
花
ま
つ

　
り
連
盟
（
委
員
長
岩
本
正
樹
氏
）
主
催

　
N
H
K
、
J
O
I
R
、
各
新
聞
社
、
仙

　
台
商
工
会
議
所
後
援
で
市
内
の
幼
稚
園

　
保
育
園
等
が
参
加
し
て
、
来
る
四
月
八

　
日
、
廿
】
日
の
二
日
間
盛
大
に
行
わ
れ

　
る
事
に
な
っ
た
。
O
街
頭
花
ま
つ
り
八

　
日
午
後
一
時
よ
り
五
時
迄
、
市
内
藤
崎

　
百
貨
店
前
で
花
御
堂
を
安
置
し
通
行
人

　
に
甘
茶
を
接
待
灌
仏
を
な
し
希
望
者
に

　
は
美
し
い
花
を
供
養
す
る
。
O
花
ま
つ

　
り
街
頭
行
進
二
十
一
日
午
前
九
時
か
ら

　
正
午
ま
で
小
学
校
、
幼
稚
園
児
、
各
仏
教

　
団
体
会
員
等
約
至
適
名
が
　
に
手
に
翼

下
プ
ラ
カ
ー
ド
を
も
っ
て
、
花
御
堂
白

　
象
を
中
心
に
隔
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
を
先
頭

　
に
し
て
賑
や
か
な
行
進
を
く
り
広
げ
る

　
O
奉
書
式
、
八
尋
芸
能
大
会
　
二
十
一

　
日
正
午
よ
り
市
役
所
前
で
行
い
、
日
本

　
舞
踊
、
民
謡
山
盛
の
沢
山
に
あ
る
筈
。

腸
　
岡

　
　
九
州
福
岡
で
は
県
仏
教
連
含
会
、
仏

舎
利
奉
讃
会
主
催
各
種
団
体
後
援
で
今

年
は
特
に
皇
紀
二
五
〇
〇
年
記
念
仏
舎

随
。
慌
、
一
掻
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．
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一
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審

利
奉
讃
花
ま
つ
り
大
会
と
展
覧
会
と
を
左
の
直
な
大
規
模
の
計
画
で
行
う
事
に
な
っ
た
。
之
は
先
に
ビ
ル
マ
よ
り
贈
ら
れ
た
仏
舎
利
を
奉
納
す
る
福
岡
県
篠
栗
町
の
仏
舎
利
殿
建
立
を
機
会
に
，
一
般
大
衆
へ
の
伝
道
と
国
際
親
善
と
に
零
せ

矛
三
部
は
仏
像
、
仏
画
、
教
典
等
各
有
志
か
ら
の
出
品
を
参
考
資
料
と
し
て
展
示
す
る
。
か
く
て
会
場
虚
心
に
荘
厳
殿
を
し
つ
ら
え
、
ビ
ル
マ
国
よ
り
贈
呈
さ
れ
た
仏
舎
利
を
釈
迦
如
来
像
と
共
に
安
置
し
．
各
行
事
は
そ
の
仏
前
で
行
う
。

矛
一
日
四
月
六
日
（
土
）
　
健
児
隊
鼓
笛
行
進
．
稚
児
行
列
．
青
年
菩
薩
行
列
、
法
衣
行
列
、
白
象
、
お
は
や
し
、
花
山
車
の
行
進
矛
二
日
　
四
月
七
日
（
日
）
前
夜
祭
　
信
仰
体
験
談
、
法
話
、
素
人
演
芸
会

い

ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
O
展
覧
会
の

O
花
ま
つ
り
行
事

芸
能
人
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

内
容
　
矛
一
部
は
仏
舎
利
の
信
仰
と
知

福
岡
市
仏
連
の
行
事
を
中
心
に
之
と

矛
三
日
　
四
月
八
日
（
月
）

識
、
仏
舎
利
殿
の
意
義
、
県
仏
教
連
合
会

併
行
し
て
各
宗
輪
番
で
盛
大
に
行
弓
。

釈
尊
降
誕
大
供
養
濯
仏
会
、
認
可
大
「

即
ち
献
茶
、
献
花
、
献
立
、
御
詠
歌
、
早
馬
、
献
詠
、
献
講
等
。
こ
の
他
展
覧
会
期
間
中
ビ
ル
マ
戦
思
者
慰
霊
法
要
を
始
め
世
界
平
和
祈
願
祭
等
各
種
行
事
が
夫
々
盛
大
に
挙
行
さ
れ
る
。
横
・
浜
　
孝
道
教
団
花
ま
つ
り
日
程

一
部
魅
－
璽
亀
h
－
繭
塾
！
亀
場
－
回
覧
駈
－
簡
馳
し
－
魯
電
－
亀
し
■
置
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醤
唖
覧
－
聖
」
藺
1
■
置
監
－
虫
¶
亀
量
魅
1
・
瞳
竃
し
一
．
亀
し
1
亀
』
h
l
重
し
1
題
隔
－

全
仏
水
爆
実
験
に
　
　
　
　
声
明
書
発
表

て
不
殺
生
の
精
神
が
伴
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
既
に
行
わ
れ
た
米
、
ソ
の
実
験
も
戦
争
の
問
題
と
自
国
民
の
受
難
と
に
注

太
平
洋
は
殊
に
日
本
漁
民
の
職
場
で
あ
り
．
そ
の
水
産
物
は
世
界
の
重
要
な
る
食
糧
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
仏
教
人
と

漁轟
〆
」
　
｝

デ
、
き
き
、
・
，
－
、
糞
　
．
－
譜
制

・
き
　
　
　
　
　
　
靱
　
　
目
宏
．
　
　
　
へ

峨
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－
・
へ
・
∵
・
『
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、
、
、
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：
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へ
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孔

南

ご

北

（
続
）

南
北
仏
教
交
流
と
い
う
こ
と
に
寄
せ
て

少
く
と
も
三
十
名
、
多
け
れ
ば
干
名
、

　
二
豊
野
と
比
丘
を
擁
し
て
い
る
僧
院
で

も
．
そ
の
生
活
の
実
体
は
午
前
の
托
鉢

に
姶
ま
っ
て
食
う
こ
と
と
，
寝
る
こ
と

と
、
経
典
の
暗
踊
が
そ
の
生
活
の
す
べ

て
ゴ
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
箒
を
も
つ
て
僧
院
の
境
内
を
は
く
こ

と
も
な
げ
れ
ば
、
草
を
抜
い
て
奇
麗
に

す
る
こ
と
も
な
い
。
ま
し
て
や
ゾ
ウ
キ

　
ソ
を
手
に
し
床
を
ふ
く
こ
と
も
な
げ
れ

ば
、
ゴ
ミ
や
チ
リ
を
払
う
こ
と
も
し
な

い
。
そ
れ
ら
の
行
い
は
す
べ
て
戒
律
に

反
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
比
丘
の
す
べ
き

こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
「
行
」
と
は

ビ
ル
マ
で
は
タ
テ
の
も
の
も
ヨ
コ
に
せ

ず
、
モ
ッ
パ
ラ
経
典
の
暗
論
に
精
励
す

る
こ
と
を
「
行
」
と
い
う
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
そ
ら
し
て
い
る
比
丘
が
も
っ
と
も

尊
敬
さ
れ
て
も
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
以
上
が
ビ
ル
マ
比
丘
僧
団
の
実
体
で

あ
る
。
次
に
比
丘
の
戒
律
生
活
に
就
て

少
し
ふ
れ
て
み
た
い
。

　
南
方
仏
教
億
又
戒
律
仏
教
と
も
い
わ

れ
る
。
戒
律
あ
っ
て
の
南
方
仏
教
で
あ

っ
て
戒
律
が
な
か
っ
た
ら
お
そ
ら
く
と

　
つ
く
の
昔
に
南
方
仏
教
は
滅
亡
し
去
っ

て
い
た
こ
と
と
思
は
れ
る
。
ま
こ
と
に

戒
律
こ
そ
は
南
方
仏
教
の
生
命
で
あ
り

比
丘
の
生
活
基
準
と
な
る
も
の
で
あ
り

在
家
と
出
家
の
明
白
な
区
別
の
根
本
条

件
で
あ
る
。
南
方
の
比
丘
た
ち
は
、
此

の
二
百
二
十
七
の
戒
律
を
、
今
日
で
も

そ
の
ま
」
仏
陀
の
真
実
の
い
ま
し
め
と

し
て
、
そ
の
】
つ
一
つ
の
条
項
を
厳
格

に
実
行
し
て
い
こ
ら
と
努
力
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
過
去
一
ケ
年

．
半
に
わ
た
っ
て
、
私
は
よ
く
注
意
し
て

ビ
ル
マ
比
丘
の
生
活
を
み
て
き
た
範
囲

内
に
於
て
ビ
ル
マ
比
丘
の
戒
律
生
活
の

体
験
か
ら
し
て
も
、
犯
し
た
な
ら
ば
最
、

も
重
い
罪
に
な
る
四
波
羅
夷
罪
は
と
も

ド
コ
ヒ
　
コ
ヨ
　
　
ロ
　

離
に

か
く
と
し
て
．
他
の
二
王
ご
十
三
の
こ

ま
か
い
戒
律
に
至
っ
て
は
、
実
行
し
て

お
ら
れ
て
い
な
い
も
の
が
数
多
く
あ
る

の
で
あ
る
。
ま
た
実
行
し
よ
う
に
も
実

行
出
来
な
い
条
項
が
た
く
さ
ん
あ
る
の

で
あ
る
。
仏
陀
在
世
の
時
代
や
原
始
仏

教
々
団
に
於
て
は
適
当
と
思
は
れ
た
戒

律
も
，
今
日
の
時
代
で
は
不
適
当
で
あ

る
と
思
は
れ
る
も
の
が
あ
り
、
イ
ン
ド

の
土
地
で
は
実
行
出
来
た
で
あ
ろ
う
が

イ
ン
ド
以
外
の
土
地
で
は
と
て
も
実
行

出
来
な
い
こ
と
も
あ
る
。
仏
陀
当
時
の

イ
ン
ド
の
社
会
の
状
態
と
今
日
の
イ
ン

ド
の
社
会
状
態
と
が
著
し
く
異
っ
て
い

る
よ
う
に
、
世
界
そ
の
も
の
が
す
べ
て

変
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら

二
干
五
百
年
前
に
、
仏
陀
に
よ
っ
て
示

さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
戒
律
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
そ
の
い
ま
し
め
が
今
日
の

比
丘
僧
伽
に
そ
の
ま
瓦
通
用
す
る
と
い

う
わ
け
に
は
い
か
ぬ
こ
と
が
た
く
さ
ん
，

あ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
仏
陀
自
身

の
さ
と
り
の
内
容
や
、
真
理
の
ひ
ら
め

き
を
の
べ
ら
れ
た
経
典
と
は
ち
が
い
、

比
丘
僧
伽
の
規
定
や
約
束
で
あ
る
か
ら

社
会
の
進
歩
や
、
国
家
の
状
態
、
丈
化

の
発
達
、
に
よ
っ
て
、
此
の
戒
律
に
も

進
歩
や
．
変
化
や
、
解
釈
、
実
行
の
上

に
於
て
向
上
も
し
改
廃
も
あ
っ
て
然
る

べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。
比
丘
僧
団

．
の
秩
序
を
保
ち
、
仏
子
電
子
と
し
て
の

体
面
を
保
っ
て
ゆ
く
こ
と
は
勿
論
大
切

な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
す
で
に
実
行
不

可
能
な
戒
律
の
条
項
や
、
実
行
し
よ
う

に
も
実
行
出
来
な
い
条
項
、
国
を
異
に

し
、
処
を
異
に
t
、
気
候
、
風
土
、
習

慣
，
文
化
、
科
学
等
の
す
べ
て
に
於
て

そ
の
社
会
的
環
境
の
異
な
る
今
日
の
世

界
各
国
の
様
相
に
於
て
、
し
か
も
此
の

原
始
教
団
の
比
丘
僧
伽
の
ル
ー
ル
を
依

然
と
し
て
金
科
玉
条
と
し
て
守
り
通
し
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にに　’単の　5生しにてあ比比日てる的勢を丘る自て　’る変に誓事い問て目あ日の比に仏事とビ宣囲み
@　　　　　で活て拘はる丘丘のゆも比さ守達もらい性比りし盾実る答は撃た土窯丘徳教をすル伝となは就業な現

｝
r’て後説状　あのい束又。をにビけの丘れろはの意る何丘してを　■。し．そしり守門僧えの知心マしばら
ノ

僧バ後そ方そ史二つの界　で将　をピ　教切しことつしないはをにてはパ団　らにの信士え’しる仏に昨
伽1ののをれと志づあ大我あ来こ卒ル猶徒なてと思てたぜさ此申深の　’ゴの全で三布也僧と　驚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。教渡年のダ進尽しは伝のけら戦々・るをの直マ　’をるおもは擦目なさの習い仏我ダ悪目あす怪鳥薄し南密会る私

；

．；

融手むなて必統姿てゆのの’。思こに仏さ裏もき悟れ釈的らか際げ感官々の後腰るる宣丘のた北そえにが’教べ早いずをにいる結目　　　　　　　　　　　　　うと述教ら切でたえるさやば意曇る謝徒書国の仏。私大が濃い仏れの当　’

曹ﾌき態るしも於る下和的　　かもべ会にりないて点れbb見逮次のよ学を一二　個を　b員と教を意つビ

ノ

民棚方のともって。で　bの　　らまてに私たし。覧がて使私をが矛焦り僧去入会　人推ビの思交要見てル
の状向日は正ても日今日矛　にたみ対はくを此此あい命達発果でを受団らと派　の進・ルーう流約発こマ
仏やに選言しい’本な本一　外’たし　’な受ののるるにが表しあ巻けがんな遣　見せマ入。とし表こを ノ、

教’於のへいる千のおはは　なビいて好いけ事際のの就ビしたるした此とつビ　解ん仏でそいてがろ去
ド

信比て仏な仏と速耳混’も　らルと一個かたはあででてルた使。b親のしてル　でと教あれ弓こあみつ
忍目b教い教は聖教乱国矛　なマ思つ人らビ多き　’は’マい命そ厚切煮て　’マ　もすのつはここるたて
⑦のテの。のい年々と民ご　い仏うのとでルくら将な或にとにこくなのい今町　ある日た我とにのビイ

P 早生1bそ在えの団迷思次　か教。生しあマのか来いは苗去就で悪態する光学　るご本内々の再でルソ オ

肺今の握のを想世らの想てる仏懇にのか翻て私即答べ私の僧かと帯留答記あマ

づ幽いもの湿るまあ大教　的そ団　に　な果一語とれく私が果に　あ善て共　云進らるな ；

れしるあ生じ仏でつ堂々我でのをそ就私いし面しにののは多に一かつを宣に矛うむもかど
写
．

元た此こる活仏教がた仏団々あ仏受のてはと得にて：国立収　D少於年くたよ面壁二のべ体もにビののと程や教国仏。教の苗つ教入矛卒今思な思い一場獲少とて凝しのりす陀はがき験知鳳巳 昏
／

×　　　ルで期で度馬鎧ビ淫しのぞ学た的れ一直’うかてるのでとくも　’至てで一るの　も矛歯しれ多 ノ㌧

マあ待あの態でル徒だ得れ僧と視たはにそのつはこ目下教と達は一三あ層為教南一向てなく ～
苗るはろ理にあマでが丘ぞ団い野ビ’述のでた’と早福訓もせた1ケのる深にを方のの旧いの ノ

×　　　学。残う解焦るであつでれのらにル我べ果あご充とにのを或らし雨量。め’世仏目参後．。学 ピ

引言　念ととし日あるてあの全こ於マ々てしると分思向上得るれて半つ　るお景教的考のぞぶ 霧
派　な認知て本ると　’り宗員とて存日み得。のにうつ訓て面たそ　の　と互にとでに日れべ

×　　放遣　が待識はのかい国’派はで℃の本だな　事そがてや帰にでれ学目　いの磁北あし本らき
団　らしを　’仏らわ民青に日あ全態のいか　実の℃活収り於あらを的　う理互方つたのをも
諌長　全ても少教にれの丘属本るく度蛍。つ　も二叉動獲そてろのしの　こ解提仏たい仏学の
くいつくやはて九腸すの。一が学　た　否認他ををれはう目たも　とと携教。’旧びが

夷　　はたてと僧随い割でる仏　方’僧　点　めをの開もぞ多か的結と　に親しが　との自あ

～
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セ
イ
ロ
ン
国
に

舎
利
三

目
　
連

聖
骨
堂
を
建
立

全
日
仏
強
力
推
進
に
高
進

　
仏
陀
の
二
大
弟
子
で
あ
る
舎
利
弗
、

目
連
の
聖
骨
が
セ
イ
ロ
ン
国
へ
ご
く
最

近
イ
ン
ド
国
よ
り
分
骨
贈
与
さ
れ
、
こ

れ
が
機
会
に
同
国
へ
二
大
仏
弟
子
の
聖

骨
堂
を
建
立
す
る
と
云
う
運
動
が
セ
イ

ロ
ン
政
府
及
同
国
大
菩
提
会
が
中
心
に

な
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
此
運
動
は

仏
国
二
千
五
百
年
置
記
念
し
て
、
南
方

各
政
府
、
各
国
仏
教
団
体
の
協
力
の
下

進
め
ら
れ
て
お
り
、
近
代
的
で
且
荘
厳

な
る
パ
ゴ
ダ
を
マ
ハ
ー
ヴ
イ
ハ
ー
ル
寺

院
に
設
立
し
、
将
来
は
図
書
館
幽
講
堂

及
学
園
を
附
属
さ
せ
る
計
画
で
あ
り
、

す
で
に
昨
年
八
月
廿
日
に
そ
の
定
礎
式

が
行
わ
れ
、
時
あ
た
か
も
日
本
国
皇
室

及
政
府
を
代
表
し
て
甲
羅
式
典
に
参
列

し
て
い
た
三
笠
宮
同
・
妃
両
殿
下
が
同
定

礎
式
を
主
宰
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
殿

下
は
其
定
礎
式
典
の
際
、
日
本
政
府
と

し
て
は
既
に
故
重
光
外
相
よ
り
金
「
一
干

万
円
の
寄
附
が
贈
ら
れ
て
お
り
、
更
に

日
本
の
民
聞
か
ら
も
同
額
の
浄
財
が
必

ず
や
与
ら
れ
で
あ
ろ
う
事
を
確
信
す
る

祖
述
べ
ら
れ
同
国
国
民
に
大
い
な
る
感

激
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

　
扱
て
本
年
唱
言
十
三
日
か
ら
膏
三
日

ま
で
セ
イ
ロ
ン
政
府
は
満
月
仏
陀
祭
に

長
井
副
会
長
以
下
九
代
表
を
国
賓
と
し

て
招
待
し
日
・
セ
両
国
親
善
は
い
や
が

上
に
も
強
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
等
代

表
団
が
陰
地
に
滞
在
中
に
駐
セ
イ
ロ
ン

日
本
大
使
結
城
司
郎
次
氏
よ
り
、
此
の

聖
な
る
案
件
に
つ
き
祥
さ
に
伺
ひ
非
常

な
感
激
を
昧
合
ひ
、
帰
国
後
は
全
日
仏

と
し
て
何
と
か
民
間
の
寄
附
募
集
に
手

込
す
る
旨
を
決
心
し
た
の
で
あ
る
。
実

に
セ
イ
ロ
ン
国
政
府
は
昨
年
五
月
の
仏

紀
二
千
五
百
年
祝
典
に
前
述
の
如
く
全

日
仏
大
谷
会
長
御
夫
妻
を
招
待
し
た
の

　
　
」
酢
　
　
：
：
　
乱
A
　
　
　
　
　
柚
、
・

を
始
め
、
同
祝
典
の
期
聞
中
四
回
の
招

請
を
重
ね
た
の
で
あ
る
。
此
の
様
に
親

密
あ
ふ
れ
る
国
際
関
係
は
全
く
室
前
絶

後
の
も
の
で
あ
る
。
全
日
仏
と
し
て
は

今
回
「
セ
イ
ロ
．
ソ
聖
骨
堂
建
立
日
本
協

力
会
」
（
仮
称
）
と
銘
う
つ
て
、
総
裁

を
三
笠
宮
殿
下
、
会
長
を
大
谷
光
照
（
全

日
仏
会
長
）
実
行
委
員
長
に
長
井
劇
琴

（
全
日
仏
副
会
長
）
同
副
委
員
長
に
野

田
卯
一
氏
（
日
本
セ
イ
ロ
ン
協
会
々
長
）

其
他
を
内
定
、
外
務
省
及
文
部
省
等
の

協
賛
の
下
強
力
に
同
運
動
を
推
進
す
る

様
努
力
中
で
あ
る
。
な
を
「
セ
イ
ロ
ン

聖
骨
堂
建
立
日
本
協
力
会
」
の
矛
一
回

準
備
委
員
会
は
来
る
三
月
遅
九
日
午
後

二
時
か
ら
築
地
本
願
寺
来
賓
室
に
於
て

開
催
さ
れ
る
事
に
な
っ
て
お
り
、
外
務

省
、
日
本
セ
イ
ロ
ン
協
会
の
代
表
及
全

日
仏
常
務
理
事
等
が
集
っ
て
具
体
的
に

協
議
す
る
事
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
が

目
的
完
遂
の
暁
に
は
日
・
セ
両
国
の
親

善
は
益
々
強
力
化
す
る
も
の
と
し
て
内

外
に
多
大
の
期
待
と
関
心
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

セ
イ
ロ
ン
工
業
大
臣
ら
来
日

　
　
三
月
廿
八
日
午
後
五
時
半
セ
イ
ロ
ン

国
工
業
漁
業
大
臣
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ド
ウ

　
シ
ル
ヴ
ア
氏
、
同
工
業
局
長
R
・
A
・

ウ
イ
ジ
ェ
ヶ
ン
氏
、
同
工
業
次
官
補
チ

　
ヤ
ー
ル
ス
・
ア
ベ
ア
セ
ケ
ラ
氏
の
三
名

が
本
邦
外
務
省
の
招
き
に
よ
っ
て
国
賓

　
と
し
て
家
路
来
日
し
た
。
塞
港
へ
は
駐

日
セ
イ
ロ
ン
大
使
の
外
、
全
日
仏
か
ら

も
事
務
総
長
初
め
各
局
員
が
出
迎
え
た

全
日
仏
で
は
、
過
般
セ
イ
ロ
ン
国
政
府

　
よ
力
国
賓
と
し
て
招
か
れ
同
大
臣
ら
と

面
識
の
あ
る
大
谷
光
照
全
日
伝
会
長
に

浅
　
　
　
，
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔
り
陸

面
会
種
々
懇
談
す
る
機
を
持
つ
書
面
備

中
で
あ
る
。

弥エ

恪
j
ｯ
が
禅
に
？
き
き
く

か
ね
て
本
邦
に
滞
在
中
の
ス
エ
ー
デ
ン

国
外
務
省
情
意
局
次
長
の
ア
ル
ム
ク
リ

ス
ト
氏
よ
り
外
務
省
情
報
文
化
局
を
通

じ
て
日
本
仏
教
、
特
に
禅
に
つ
い
て
知

り
た
い
と
申
入
れ
て
来
た
の
で
全
日
仏

で
は
駒
沢
大
学
教
授
増
永
鰻
諸
氏
と
同

大
学
講
師
で
あ
る
米
人
ワ
イ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
氏
に
依
頼
し
四
月
九
日
午
前
十
時

か
ら
増
永
教
授
宅
へ
出
向
き
禅
仏
教
に

つ
き
話
を
伺
う
様
連
絡
を
と
っ
た
。

カ
ン
ボ
デ
ィ
ア
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
招
請
状
来
る

　
南
方
仏
教
鳥
撃
で
は
仏
紀
二
千
五
百

年
を
記
念
し
て
祝
典
が
本
年
は
特
に
盛

ん
で
あ
る
が
、
タ
イ
、
セ
イ
ロ
ン
に
つ
い

で
此
程
カ
ン
ボ
デ
ィ
ア
国
仏
教
会
よ
り

日
本
仏
教
徒
の
招
請
が
あ
っ
た
の
で
全

日
仏
で
は
早
速
人
選
を
考
慮
し
て
い
る

　
鬼
原
素
俊
氏
ら
帰
直
す

　
昨
秋
ネ
因
ー
ル
に
於
て
開
か
れ
た
矛

四
回
世
界
仏
教
徒
会
議
に
わ
が
代
表
団

と
出
席
分
一
．
行
と
別
れ
．
て
イ
ソ
ド
カ
ル

カ
ツ
ダ
市
に
於
て
個
展
を
催
し
、
日
・

印
親
善
に
寄
与
し
て
い
た
、
鬼
原
素
俊

氏
は
こ
の
程
無
事
雪
路
帰
国
し
過
日
全

日
仏
事
務
局
へ
帰
国
挨
拶
に
来
た
。
爾

同
じ
く
イ
ン
ド
の
日
本
山
妙
法
寺
に
滞

在
し
て
い
た
見
幕
魏
太
郎
氏
も
三
月
廿

三
日
海
路
帰
着
し
た
。

イ
ン
ド
古
典
舞
踊
－

　
　
　
　
共
立
講
堂
で
盛
大
に

　
来
る
四
月
十
六
日
午
後
六
時
よ
り
九

時
ま
で
の
聞
イ
ン
ド
大
使
館
の
主
催
の

下
、
今
回
来
日
し
た
世
界
的
に
有
名
な

｝
イ
ン
ド
舞
踊
家
ム
リ
ナ
リ
ニ
・
サ
ラ
バ

イ
女
史
一
行
に
よ
る
イ
ン
ド
舞
踊
が
神

田
共
立
講
堂
で
行
わ
れ
る
事
に
な
り
、

仏
教
会
か
ら
も
数
名
招
か
れ
て
い
る
。

一＼
・
駐
．

「
？
鵡
、
、

嘱
難
．

ま
か
り
出
て
来
た
。
そ
の
む
か
し
仏
教

論
叢
響
櫓
難
％
叢
鴇

腫
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一
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＝
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＝
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二
口
闇
≡
＝
■
聖
’
二
＝
＝
闇
■
≡
＝
凹
聖
三
己
嗣
＝
，

伝
の
役
割
を
果
す
べ
く
先
月
花
ま
つ
り

委
員
会
を
始
め
各
種
の
準
備
を
し
て
努

力
し
て
い
る
。
◇
予
算
関
係
で
此
々
思

う
に
任
せ
ぬ
と
は
云
い
乍
ら
連
日
事
務

局
に
は
問
合
ぜ
が
殺
到
し
て
係
り
は
大

変
で
あ
る
。
何
と
か
も
っ
と
教
材
等
も

準
備
し
て
「
花
ま
つ
の
相
談
室
」
の
様

な
も
の
で
も
作
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
の

声
も
あ
が
っ
て
い
る
。
御
尤
も
で
あ
る

◇
全
日
仏
も
愈
々
今
月
か
ら
再
出
発
の

時
で
あ
る
。
輿
論
を
反
影
し
て
ど
の
程

度
ま
で
若
返
え
る
事
が
出
来
る
か
、
問

題
は
人
で
一
あ
ろ
う
し
組
織
巨
資
堂
号
之

に
次
ぐ
べ
き
も
の
だ
ろ
う
。
内
部
も
懸

命
で
あ
る
が
全
国
関
係
者
の
温
い
注
言

と
援
助
と
を
お
願
い
し
た
い
。
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